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｢複合系Ⅱ要素と全体一現象論の視座-｣
図1(a).単一披伝播のシミュレー ション(tanhO･5Ⅹ)
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図3 (a)･単一披伝播のシミュレー ション (tanh3Ⅹ)
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図3 (b)･単一披伝播のシミュレー ション (tanh3Ⅹ)～等高線～
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図4(a).単一波の重ね合わせ
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図4(b).単一披伝播の重ね合わせ～等高線～
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｢複合系Ⅱ要素と全体一現象論の視座-｣
4.さいごに
水面汝の伝播現象は､実際に非線形の微分方程式によって記述されており､その支配方程式を正確
に解くことはできない｡本研究では､伝播現象の支配方程式やそれらの近似解によらず､現象から数
理モデルを構築しシミュレー ションを行い､実際の現象に近い定性的な振る舞いを記述することがで
きた｡
数理モデルにおける (2)式において､速度を求める関数にtanhを用いた｡これは､重力や表面
張力のような復元力による効果が存在するときに有用な関数であるが､この関数を他の関数に置き換
えることによって､生じさせる復元力の効果を変えたり､または､他の様々な効果を加えたりするこ
とができる｡その他､局所平均化における他の方法も考えられており､特に憐接した近傍点より次の
時間における値を決める数理モデル (カップリング項)について､その構造特性によっては微妙に記
述する現象が異なる場合もある｡
結合差分格子法は､格子上の各点に状態量が存在し､任意の点における次の時間の状態を､その点
の近傍の状態によって決定されるため､水面披伝播のような現象を記述できる数理モデルとして有用
なものと考えられ､また様々な拡張性を有しているものと思われる｡すなわち､様々な条件によって
起こる未知の現象をシミュレー ションによって実験することが可能ではないかと考えられる｡
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